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【基本目標】 

第５章 都市機能の充実したまちづくり 
 

【基本方針】 

道路網や上下水道の充実を図り、快適で利便性の高い都市基盤整備を進めるとともに、コミュニティ

バスや鉄道など環境にやさしい公共交通機関の利用促進を図り、定住したいと感じられる魅力的な居住

環境・生活空間の形成を目指します。 

また、建築物の耐震化、河川改修や土砂災害対策施設の整備など安全対策を促進し、安心して住み続

けられる災害に強いまちづくりを進めます。 

 

【基本施策の総合評価】 

基本施策 
評価結果 

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

適正な都市計画・土地利用を推進する Ｂ Ｂ Ｂ 

調和のとれた都市空間を形成する Ｂ Ｂ Ｂ 

安全で良質な住宅供給を推進する Ｃ Ｃ Ｃ 

円滑で安全な道路網を整備する Ａ Ａ Ａ 

災害に強い河川等を整備する Ａ Ａ Ａ 

安全なおいしい水を安定供給する Ａ Ａ Ａ 

下水道の普及促進を図る Ｂ Ｂ Ｂ 

公共交通機関を充実する Ａ Ａ Ａ 

 

【施策成果指標進捗状況】 

指標名 単位 
H20 

(基準値) 
 Ｈ22   Ｈ23   Ｈ24   Ｈ25  

 Ｈ26  
(目標値) 

地区計画や特別用途地区の設
定 

箇所  -   -   -   -  0  2  

都市公園の整備率 ％  54.0   57.6   59.5   60.0  60.6  60.0  

良好な景観の選定箇所数 箇所  50   -   57   -  62  100  

木造住宅の耐震改修戸数 戸  7   22   32   33  38  400  

主要道路の整備率 ％  -   76.9   77.4   77.7  78.4  78.0  

歩道（段差解消）の整備率 ％  23.6   24.7   25.3   25.6  26.6  29.0  

河川施設の整備率 ％  55.4   58.2   58.3   58.9  59.1  62.0  

雨水幹線等の整備率 ％  43.3   43.7   43.8   44.0  44.4  44.0  

耐震管路の整備延長 ｍ  -   4,210   11,641   16,062  20,252  5,000  

漏水調査率 ％  9.6   33.1   51.9   100  100  100  

公共下水道汚水処理施設の接
続率 

％  92.0   92.3   92.5   92.7  92.9  93.0  

農業集落排水処理施設の接続
率 

％  71.0   79.8   82.2   84.7  86.3  90.0  

つつじバス利用者数 人 171,231  188,277  191,813  193,496  195,691 200,000  
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【成果・課題・今後の展開】 

都市機能の充実したまちづくりに向けて、道路や都市公園、上下水道など公共施設の整

備や公共交通機関の充実を図り、生活しやすい居住環境・生活空間を形成するとともに、

建築物の耐震化や河川改修など安全対策を推進し、災害に強いまちづくりを進めることが

必要です。 

鯖江市の新たな都市計画行政の方向性を定める「都市計画マスタープラン」を平成２４

年度に改訂するとともに、長期間未整備の都市計画道路の見直し、主要道路や生活道路、

歩道の整備、都市公園では西山公園や大谷公園などの整備をはじめ、道の駅西山公園やこ

ぱんだらんどの設置による公園の機能向上に努めるとともに、景観に対する市民意識の高

揚を図る「景観百選」の選定など市民と協働のまちづくりを推進してきました。今後も、

引き続き道路や公園などの居住環境や景観づくりに努め、快適で潤いのある都市景観づく

りに努めます。 

建築物や道路、橋梁などの公共施設は更新期を迎えるなど老朽化しており、維持管理に

おける補修費も高額となってきています。今後も必要な社会基盤の整備や既存の施設の維

持管理について、長寿命化計画と合わせて国や県の支援事業を活用して適切な改修を行う

など、地域の宝として市民と協働で維持管理に努めます。 

 河川や雨水幹線、土砂災害対策施設の整備など集中豪雨に対する安全対策については、

国や県と一体となり精力的に取り組んできました。今後も継続して県と連携して整備し、

安心して住み続けられる災害に強いまちづくりを進めます。 

上水道については、安定的に供給するため日野川地区水道用水から受水するとともに、

重要路線の耐震管路の整備を推進してきました。家庭や企業の節水意識の高まりを受け、

料金収入も低迷するとともに施設の老朽化が懸念されており、今後、経営基盤の強化を図

る必要があります。 

下水道については、認可区域内はほぼ整備を完了し、接続率の向上に努めるとともに、

下水道認可区域外では補助制度を設け、合併浄化槽の設置を促進しました。今後も、下水

道への接続を推進するなどこれまでの事業を継続するとともに、企業会計への移行も視野

に経営健全化に努める必要があります。 

公共交通機関については、つつじバスをはじめ、ＪＲや福武線の利用促進を市民主体で

推進しました。今後の高齢者の増加や北陸新幹線の開通などを踏まえ、公共交通機関を維

持するとともに、利便性の向上やアクセスの強化など、市民を巻き込んだ更なる利用促進

活動が必要であり、まちづくりに必要な公共交通機関の存続に市民と協働で取り組みます。 

 

 

【総合評価】 

Ｂ：「政策目標に向けて概ね達成できた。」
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【基本施策】 

２８．適正な都市計画・土地利用を推進する 

 

【基本方針】 

 都市空間を人々の活動の場として捉えながら、都市計画に関する基本的な方針（都市計画マスタープ

ラン）を見直し、地域住民と将来の鯖江市像を共有しながら、自然、歴史・伝統・文化などの地域資源

を最大限に活かした誇りの持てるまちづくりを計画的に推進します。 

 

【実施施策】 

 ◇まちづくり計画の充実 ◇土地利用の適正化 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

適正な都市計画・土地利

用を推進する 
0 0 1 1 

  まちづくり計画の充実 0 0 0 0 

  土地利用の適正化 0 0 1 1 

 

土地利用の適正化を図るための指標として、自然、
歴史・伝統・文化等の地域資源と道路・公園など、
これまでに蓄積された社会資本、さらに眼鏡・繊
維・漆器などの産業資源を融合させた職住一体の
生活重視の地区計画や特別用途地域を設定しま
す。 
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これまでの取組み成果 

平成２４年度に改定した都市計画マスタープランにより産業と生活環境が一体となったものづくり

の生活拠点とするため、一部の地域で用途区域の変更および地区計画の設定について地元説明と協議を

行った。さらに、長期間未整備となっている都市計画道路の見直しについても検討し、鳥羽中芦山線に

ついてはワークショップを開催しながら住民合意を得る中で都市計画決定の変更をした。 

 

今後の課題 

新たな都市計画マスタープランの内容を踏まえ、適正な都市計画・土地利用を推進するために、既得

権等を踏まえ、十分な説明による住民理解を得ることが重要となる。 

 

今後の施策展開 

都市計画マスタープランを基に、都市や地域のあるべき将来像を具体的に示し、市民に幅広く周知し

ながら市民主役の生活者視点に立った市民との合意形成の中で推進する。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：B、H25 総合評価：B〉
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【基本施策】 

２９．調和のとれた都市空間を形成する 

 

【基本方針】 

 公園は潤いをもたらす緑の空間であり、災害時には人々の緊急避難地として機能する重要な社会資本

であることから、今後とも整備率の向上に努めていきます。また、子どもが安全で安心して活動できる

環境づくりという観点からも公園整備の充実を図ります。管理面では、ボランティアで施設管理や美化

活動を行う里親制度の拡大により、維持管理費の縮減を図ります。 

 さらに、歴史や自然と調和した美しい景観を見て、歩いて、楽しむ街並み形成を目指すため、景観に

対する市民意識の高揚を図る取組みを継続し、市民や事業者と行政が協働で景観づくりに努めます。 

 

【実施施策】 

 ◇公園の充実 ◇景観の保全 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

調和のとれた都市空間を

形成する 
7 0 2 9 

  公園の充実 6 0 1 7 

  景観の保全 1 0 1 2 

 

【供用開始面積／公園面積】 

生活基盤の質を高め、快適で潤いのある都市空間
を創出し、災害発生時の避難地確保を図るための
指標として、都市公園の整備率向上を目指します。 

景観の保全を図るための指標として、市内の美しい
景観の発掘を行い、景観百選の選定を目指します。 
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これまでの取組み成果 

 景観条例の制定など地域の特性や文化・歴史を生かした住民参加による街づくりを推進するとともに、

公園など既存の生活基盤施設の質の向上に努めた。また、市民参加の鯖江百景の追加選定を行い景観や

環境に関する意識高揚に努めた。 

 

今後の課題 

公園施設について、メンテナンスを定期的に行い長寿命化を図るなど、ストック活用型のまちづくり

を継続して推進し、既存施設の長寿命化、質の向上に努め都市機能の充実を図る必要がある。また、景

観や環境に関することについては、市民一人ひとりの持続的な意識の高揚を図る必要がある。 

 

今後の施策展開 

公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化した公園施設のメンテナンスや質の向上に努め、積極的な活

用に努めるとともに、鯖江百景や景観コンテストによる選定された情報を積極的に発信するなど市民参

加の中で関心を持ってもらい景観に関する意識高揚を図る。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：B、H25 総合評価：B〉
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【基本施策】 

３０．安全で良質な住宅供給を推進する 

 

【基本方針】 

 鯖江市建築物耐震改修促進計画（平成２０年２月策定）による住宅の平成２７年度目標耐震化率９

０％を達成するため、耐震改修に対する助成制度の継続、強化に努めるとともに、市有建築物の耐震化

工事を引続き進めます。また、市営住宅については効率的な維持管理に務めるとともに、経済情勢や社

会構造の変化に伴い収入分位の低い世帯の増加が今後とも予想され、低所得層を対象とした市営住宅の

需要が引続き見込まれることから、市営住宅の長寿命化計画を策定する中で、ストック改善工事を実施

し、市営住宅の住環境の整備と長寿命化を図ります。 

 

【実施施策】 

 ◇安全な住宅への改修促進 ◇市営住宅の適正運営 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

安全で良質な住宅供給を

推進する 
3 0 1 4 

  安全な住宅への改修促進 1 0 1 2 

  市営住宅の適正運営 2 0 0 2 

 

安全な住宅への改修促進を図るための指標とし
て、鯖江市建築物耐震改修促進計画の目標耐震化
率 90％となる木造住宅の耐震改修戸数 450 戸（平
成 27 年度時点）を目指します。 
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これまでの取組み成果 

 鯖江市建築物耐震改修促進計画（平成２０年２月策定）が、5 年を経過し、社会情勢の変化等から木

造住宅の耐震改修戸数の実態との乖離が見られたため平成２５年３月に見直しを行った。また、引き続

き木造住宅の耐震診断や耐震改修について、関係団体と連携してイベント会場や出前講座等での木造建

築の模型を活用した目に見える説明や助成制度等のＰＲを実施した。 

市営住宅については、平成 25 年度に鳥羽団地Ｃ棟の屋上防水・外壁改修工事等の機能改善工事を実

施するなど計画的にストック改善事業に取り組み、安全で良質な住宅供給に努めている。 

 

今後の課題 

木造住宅の耐震改修については、所有者の関心と意識が重要であり、木造住宅の耐震改修について、

安全性の向上に関する啓発と知識の普及が必要である。 

 

今後の施策展開 

木造住宅の耐震診断や耐震改修について、関係団体と連携してイベント会場や出前講座等での木造建

築の模型を活用した目に見える説明や助成制度等のＰＲを実施し、耐震に関する意識と知識の向上につ

ながる啓発に努める。 

市営住宅については、今後も計画的にストック改善事業に取り組み、安全で良質な住宅供給に努める。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：C、H25 総合評価：C〉
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【基本施策】 

３１．円滑で安全な道路網を整備する 

 

【基本方針】 

 市民の生活向上や広域観光による地域の活性化を図るため、南北方向の道路整備については、西部地

区の幹線道路となっている県道福井朝日武生線の狭小部の解消や東部地区における県道福井今立線の

新戸口トンネルの整備などを県と一体となって進めます。また、東西方向については、現在進められて

いる鯖江美山線の第一新出踏切の工事の進捗を図るとともに、都市計画道路の見直しを含め、踏切の改

良などを県と協力して進めます。 

 また、市街地では、学校・病院・文化施設も多く、安心して快適に歩行ができるように、歩道の段差

解消を図るなどの整備を行います。道路幅員が狭く家屋が連坦しているなど、機械除雪の効率が悪いと

ころでは、消雪設備を整備するなどして、冬期間の快適で安全な交通を関係機関と調整して確保してい

きます。また、道路橋梁については、施設の延命化を図るため、長寿命化計画を策定し、計画的な対応

を進めます。 

 

【実施施策】 

 ◇幹線道路の整備 ◇生活道路の整備 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

円滑で安全な道路網を整備す

る 
11 0 0 11 

  幹線道路の整備 5 0 0 5 

  生活道路の整備 6 0 0 6 

【整備延長／計画延長】 

円滑で安全な道路網を確立するための指標として、
国・県道および主要な市道の整備率 78％を目指し
ます。 

【整備延長／計画延長】 

安全で安心して通行できる歩行者空間を確保する
ための指標として、歩道（段差解消）の整備率 29％
を目指します。 
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これまでの取組み成果 

 都市の骨格となる幹線道路について、多様な観点からネットワークの見直しを行いました。また、身

近な生活道路については、舗装改良や道路排水の改良事業、また、バリアフリー化や交差点改良、橋梁

の修繕を積極的に推進した。 

 

今後の課題 

幹線道路のネットワークの見直しについて、地域住民との合意形成を諮りながら、都市計画の変更を

進めるとともに、市民の暮らしの安全性と利便性を高める整備を継続して推進する必要がある。 

 

今後の施策展開 

今後も住民との合意形成による幹線道路の見直しや市民に身近な生活道路の舗装改良や歩道のバリ

アフリー化、交差点改良などの円滑で安全な道路網の整備促進を継続して行うなど道路環境の整備を始

め、自転車通学生徒の安全確保のための自転車歩行者道路の整備やネットワーク構築にも努める。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：A、H25 総合評価：A〉
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【基本施策】 

３２．災害に強い河川等を整備する 

 

【基本方針】 

 市民のかけがえのない生命や財産を水害から守り、都市機能の充実したまちを実現するため、行政が

浅水川や鞍谷川の改修を進め、河和田川の本格的な改修の着手に努めるとともに、雨水排水施設や農業

排水施設の整備などのハード対策を行います。しかし、近年のゲリラ豪雨は、計画以上の規模であるた

め、水門の管理、側溝・雨水枡の泥上げなど、市民による身近な対策や宅地から雨水の流出を抑制する

雨水貯留施設等の設置を推進し、被害の軽減を図ります。 

 日野川や支川の準用河川等については、洪水に備え、県と一体となって適正な河川環境の維持に努め

ます。また、土砂災害については、県と連携して砂防ダムを建設するなど、土砂災害対策を進めます。 

 

【実施施策】 

 ◇河川の整備 ◇雨水幹線・農業排水路等の整備 ◇土砂災害対策施設の整備 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

災害に強い河川等を整備する 6 1 0 7 

  河川の整備 5 0 0 5 

  雨水幹線・農業排水路等の整備 1 1 0 2 

  土砂災害対策施設の整備 0 0 0 0 

 

【河川施設の整備延長／全体延長】 

市民の生命財産を守る河川の整備を図るための指
標として、河川整備を進めます。 

【雨水幹線等整備延長／全体延長】 

災害に強い河川等を整備するための指標として、雨
水幹線等の整備率 44％を目指します。 
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これまでの取組み成果 

鯖江市総合治水基本計画に基づき、雨水幹線の整備、農業用排水路の整備、農地を利用した田んぼダ

ムの推進を行った。また、県と協力して砂防施設の整備促進を図った。 

 

今後の課題 

河川や雨水幹線、砂防施設を県と一体となって整備を図る必要がある。さらには、市民との協働で雨

水流出抑制の施設の普及、田んぼダムの促進、用排水水門の適正管理が必要である。 

 

今後の施策展開 

河川や雨水幹線、砂防施設を県と一体となって継続して整備を図るとともに、市民との協働で雨水流

出抑制の施設の普及、田んぼダムの促進と管理啓発、用排水水門の適正管理を継続する。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：A、H25 総合評価：A〉
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【基本施策】 

３３．安全なおいしい水を安定供給する 

 

【基本方針】 

 安全で良質な水を安定的に供給するために、日野川地区水道用水供給事業からの水（県水）を計画的

に受水します。また、地震など災害に強い水道施設の構築として、重要路線の耐震整備を推進するとと

もに水道水の安全を確保するため、水質検査計画を策定し、水質監視の強化に努めます。さらに漏水調

査を計画的に実施し、水資源の有効活用や有収率の向上を図るとともに、県水の受水に伴いさらなる経

営の効率化に努め、公営企業として経営基盤の強化を図りながら、適正な水道料金の見直しを行います。 

 

【実施施策】 

 ◇上水道の整備 ◇水資源の確保 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

安全なおいしい水を安定

供給する 
9 0 0 9 

  上水道の整備 7 0 0 7 

  水資源の確保 2 0 0 2 

 

上水道の整備を図るための指標として、平成 21 年
度策定の水道ビジョンに位置づけた重要路線につ
いて、計画に基づき 5,000ｍを整備します。 

【調査実施延長／全体本管延長】 

水資源の確保を図るための指標として、市全体の給
配水管を年度計画に基づき、調査率 100％を目指し
ます。 
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これまでの取組み成果 

生命の維持や生活に必要な水を安定供給するため、日野川地区水道用水供給事業からの水（県水）１

日 20,000 ㎥を計画に基づき受水した。また、耐震管路の整備を進めるとともに、水道水の安全確保の

ため水質検査計画を策定し水質監視を強化した。 

 

今後の課題 

安全で安心なおいしい水の安定供給に引き続き努めるとともに、上水道会計の健全化を図る必要があ

る。 

 

今後の施策展開 

地震等の災害が発生した場合でも、生命の維持や生活に必要な水を安定して供給するため、重要管路

の耐震化計画や、老朽管の更新計画を策定し計画的に整備に努める。 

また、上水道事業（公営企業）の財政健全化計画を策定し、安定した経営基盤に努める。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：A、H25 総合評価：A〉
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【基本施策】 

３４．下水道の普及促進を図る 

 

【基本方針】 

 生活環境の改善・水質保全の維持を目的とし、社会生活に不可欠である下水道が整備されても未接続

の状況では、下水道本来の目的が達成できず、下水道事業経営健全化への影響が大きいことから、接続

率の向上に努めていきます。また、下水道事業会計の健全化を図るために使用料の見直しを行います。 

 汚水処理施設については長寿命化計画を作成し、改築工事を実施していきます。また、管路施設につ

いても、予備調査に基づき長寿命化計画を作成し、施設の延命化を図れるように順次修繕工事等を実施

していきます。汚水整備については、認可区域内の汚水管の未整備地区について住民の意識調査を行い、

公共下水道整備区域と合併浄化槽設置補助区域に分けて整備を行います。 

 

【実施施策】 

 ◇公共下水道・農業集落排水の接続率向上 ◇施設の長寿命化の推進 ◇公共下水道（汚水）の整備 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

下水道の普及促進を図る 19 0 0 19 

  公共下水道・農業集落排水の接続率向上 14 0 0 14 

  施設の長寿命化の推進 4 0 0 4 

  公共下水道（汚水）の整備 1 0 0 1 

 

【汚水処理施設の接続人数／汚水処理施設の整備
人口】 

下水道の普及促進を図るための指標として、公共下
水道汚水処理施設の接続率 93％を目指します。 

【農業集落排水処理施設の接続人数／農業集落排
水処理施設の整備人口】 

下水道の普及促進を図るための指標として、農業集
落排水処理施設の接続率 90％を目指します。 
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これまでの取組み成果 

公共下水道の健全化を図るため、接続率の向上に努めるとともに、区域外の合併処理浄化槽の設置を

促進し、良好な生活環境の整備に努めた。 

 

今後の課題 

公共下水道および農業集落排水への接続推進と区域外の合併処理浄化槽の設置を促進し、良好な生活

環境の整備が必要である。 

 

今後の施策展開 

良好な生活環境の整備のため接続率の向上を図るとともに、下水道事業の健全かつ安定的な事業運営

の構築を図る。また、区域外での合併処理浄化槽の促進に努める。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：B、H25 総合評価：B〉 
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【基本施策】 

３５．公共交通機関を充実する 

 

【基本方針】 

 つつじバスを「地域に活かされるバス」と位置づけ、環境に配慮した交通体系の確立を目指すととも

にソフト・ハード両面から充実を図ります。特に高齢者の移動手段の確保と利便性の向上に重点を置き、

より一層の市民ニーズに応えた市民の移動手段の確保を目指します。福井鉄道福武線については、住民

の大切な公共交通機関として沿線３市が連携し、より一層の利用促進を図るとともに、ソフト・ハード

両面での利便性を向上させながら平成２９年度を目処に年間利用者２００万人台を目指します。ＪＲの

利用促進については、鯖江駅の充実とビジネス客や観光客を中心としたＪＲ鯖江駅乗車人数の上乗せを

図り、特急列車の鯖江駅停車本数の増加を目指します。 

 

【実施施策】 

 ◇コミュニティバスの利用促進 ◇ＪＲの利用促進 ◇福井鉄道福武線の利用促進 

 

【施策成果指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【構成事務事業の達成ランク】 

基本施策 構成事務事業 

  
実施施策 

H25 ランク 

  A B C 小計 

公共交通機関を充実する 4 1 0 5 

  コミュニティバスの利用促進 1 0 0 1 

  ＪＲの利用促進 2 0 0 2 

  福井鉄道福武線の利用促進 1 1 0 2 

 

つつじバスの利用促進を図るための指標として、バ
ス利用者 200,000 人を目指します。 

福井鉄道福武線の利用促進を図るための指標とし
て、市内駅利用者数 520,000 人を目指します。 
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これまでの取組み成果 

つつじバスは、新車両導入後順調に利用者が増加し、平成２５年度の利用者数が対前年比約２,２００

人増加し、過去最高の１９万５，６９１人となった。 

ＪＲについては、毎年「鯖江市民号」を企画し利用促進を図るとともに、ＪＲ西日本金沢支社に特急

列車の停車便数増加やＪＲ鯖江駅のバリアフリー化などの要請活動を行ってきた結果、バリアフリー化

については、ＪＲ西日本が平成２５年度に国土交通省において事業が採択された。（平成２６年度は詳

細設計が行われ、年度内完成を目指して事業が推進される。） 

福井鉄道福武線については、利用促進市民運動や企画乗車券、新低床車輌(LRＴ)導入などの効果で、

平成２５年度には１９０万１，６８１人の利用があり、前年と比べ１２万３,０００人余、率にして６．

９％の増加となった。 

 

今後の課題 

高齢者が増える中で、今後公共交通機関の重要性が更に高まることが予想されるが、直ちに車中心の

生活形態を見直すことは困難な状況であるので、サービス内容の向上とあわせて、市民団体を巻き込ん

だ利用促進活動を通して、地道に啓発活動を継続していく。 

また、平成３７年度末の北陸新幹線敦賀開業を見据え、福井駅および南越駅(仮称)、小松空港が重要

な広域交通拠点となることから、市民の利便性を確保するためにも鯖江からのアクセス強化が必要であ

る。 

 

今後の施策展開 

つつじバスについては、利用者のニーズにこたえるべく適宜時刻表や路線の見直しを行う。 

福井鉄道福武線の利用促進活動については、マンネリ化に陥らないよう、新たな切り口、手法を考え

ながら、引き続き、利用促進、啓発運動を継続的に実施する。 

ＪＲについては、引き続き「鯖江市民号」を企画し利用促進を図るとともに、ＪＲ西日本金沢支社に

対し、サンダバード号の停車本数の拡充、駅舎改修などの要請活動を行う。また、平成３７年度末の北

陸新幹線の敦賀開業を見据え「鯖江市の新幹線開業を見据えたまちづくり懇話会」や「福井県並行在来

線対策協議会」等で今後の公共交通対策について検討していく。 

 

【総合評価】 

A 政策目標に向けて高いレベルで推移している。 

B 政策目標に向けて概ね順調であるが、一部努力を要する。 

C 政策目標に向けてあまり順調ではなく、一層の努力が必要である。 

D 政策目標の達成には程遠く、全体的な努力が必要である。 

 

〈H24 総合評価：A、H25 総合評価：A〉 


